








































全身状態が安定し沐浴許可が出た在胎週数 37 週未満の 0
歳児
2．期間
平成 27 年 7 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日
3．データ収集、分析方法





















甲良　里織 1）、岡田　ゆかり 1）、阪梨　真理子 1）、新村　美沙 1）、柳　茂香 1）、中島　輝美 1）








した 5分後、30 分後、1 時間後、2時間後、3時間後の皮膚
pH値・水分量・油分量を測定した。測定は介入期・非介入
期のそれぞれ 1日目と 5日目の計 4日間行った。皮膚洗浄剤
は現在NICUで使用中である牛乳石鹸共進株式会社のキュー
ピー全身ベビーソープ泡タイプのみを使用した。沐浴方法
は、NICUマニュアル 5）に準拠し、湯温は 38-40 度、室温は















































象から脱落した。測定を行った 7名の内訳は、在胎 28 週未




2 名であった。また研究開始時の体重は、2000g 未満 2 名、
2000g ～ 2500g 未満 4 名、2500g 以上 1 名であった。生後日
数は、日齢 7 未満 1 名、日齢 7 ～ 30 未満 4 名、日齢 30 ～





















ア機能においては、生後 10 ～ 14 日に急速に発達し、在胎
23 週の児のバリア機能の発達には 8週間かかり、在胎 28 週
の児のバリア機能の発達には 3 週間かかると言われてい
る 3）。さらに皮膚の pHについて、在胎 24 ～ 34 週の早産児
を対象にした調査では、出生後 1日目には 6.0 以上、7 日目
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